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「わたしの羊を飼いなさい」

（ヨハネ21:15-25）

挽地茂男
2020.4.19 日本基督教団千歳丘教会

皆さんよくご存じのマザー･テ

レサ〔1910年8月26日-1997年9月5

日〕は１９２９年から１９４７年

までの１８年間カルカッタ(現在

のコルカタ)の聖マリア学院で地

理と歴史の教師として働いていま

した。ユーモラスな彼女の授業は、

学院の女学生達の間で大変な人気

だったということです｡１９４４

年には聖マリア学院の校長に任命

されます｡上流階級の子女の教育

にあたりながら､テレサの目には

いつもカルカッタの貧しい人々の

姿が映っていました｡１９４６年

の９月、休暇のため避暑地である

ダージリンに向かう汽車に乗って

いた際に「全てを捨て、最も貧し

い人の間で働くように」という啓

示を受けたといいます。彼女は修

道院を離れて活動を行う許可を求

めすがバチカンの修道会管轄庁な

どカトリック教会の上層部は彼女

の申し出に慎重に対応し、すぐに

は彼女の活動に認可を与えません

でした。それでもテレサは自分の

召命の道を忠実に進もうと決意し

ていました。そして１９４８年、

ようやく教皇・ピウス１２世から

の修道院外居住の特別許可が与え

られます。テレサは修道院を出て、

カルカッタのスラム街の中へ入っ

ていったのです。

彼女はインド女性の着る質素な

サリーを身にまとい、手始めに学

校に行けないホームレスの子供た

ちを集めて街頭での無料授業を行

います。やがて彼女のもとに聖マ

リア学院時代の教え子たちがボラ

ンティアとして集まり始め、教会

や地域の名士たちからの寄付が寄

せられるようになり、１９５０年

に修道会設立の許可を得ます。こ

れが「神の愛の宣教者会」です。

この修道会の目的は「飢えた人、

裸の人、家のない人、体の不自由

な人、病気の人、必要とされるこ

とのないすべての人、愛されてい

ない人、誰からも世話されない人
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のために働く」ことでした。

本日は、先週のヨハネによる福

音書２１章の１－１４節の続きで

すが、やはり

弟子たちの宣

教者としての

召命をテーマ

にしています。

１－１４節で

は、弟子たちは、復活の主イエス

から受けた召命をよそに、漁師に

戻っている姿が描かれました。し

かし彼らは、夜通し漁を続けたも

のの、魚はとれず、漁は不漁に終

わり、弟子たちは徒労のうちに夜

明けを迎えようとしていました。

そんな不毛な一夜の明け方近く、

弟子たちは、なつかしい主イエス

の声とおぼしき声に従って、船の

右側に網を降ろしたのでした。大

漁にふくれ上がった魚の網を引き

ながら、彼らは、その声の主が主

イエスあることに気がつきます。

不毛な一夜の経験が出会いの朝に

かわります。この経験を通して、

主が共におられることに目を開か

れた弟子たちは、主と主の言葉が

彼らの力の源であることを再認識

するのです。主イエスは、「不毛」

の中でわたしたちに語り、「不毛」

の向こう側から、「不毛」の直中

でわたしたちに出会われる方なの

です。こうして弟子たちは、自分

たちの召命と、その召命を全うす

る力の源をもう一度確認したので

した。弟子としての歩みは、主を

再確認したところから、真にスタ

ートを切るのです。そして主の言

葉の導きと招きこそが、わたした

ちの道しるべなのです。

その主は、まずは弟子たちを、

その時、彼らに最も必要なものに

導きます。「さあ、来て、朝の食

事をしなさい」。これが主の言葉

の指し示したものでした。つまり、

主イエスと

の交わりの

回復から使

命への第一

歩が始まる

のです。教

会は、その始まりから、主イエス

と食卓を共にする、食卓共同体(聖

餐共同体)としての特徴を持って

いました。教会は「食卓の共同体」

として、「主の食卓」を中心に、「食

卓に始まり食卓に帰る」共同体と

して存続してきたのです。食卓に

おいて､喜びを表し､食卓において

慰めを与えられ、食卓において自
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分の使命を確認してきたのです。

本日の箇所は（先週の箇所の続

きですが）、食事によって確認さ

れた親しい交わりの中で、弟子た

ち（ペトロと愛弟子）が将来担う

使命を、主イエスが確認しておら

れます。焦点はこの二人の弟子に

絞られています。ここでは、ペト

ロの使命がもう一歩踏み込んで語

られています。さらにもう一人の

弟子（イエスの愛しておられた弟

子、愛弟子）の出現によって使命

を担うということのもう一つの側

面が語られることになるのです。

まず主イエスとペトロの対話を

見てみましょう。１５－１７節の

両者の対話では、主イエスがペト

ロに与えた使命が確認されていま

す。神が与えた使命は、時に、確

認される必要があるのです。しか

しそれは厳しい尋問のような形で

確認されているのではありません

〔内容的には勿論ペトロにとって

厳しいものですが〕。食事によっ

て確認された親しい交わりを基礎

にして使命が確認されているので

す。ペトロの他にも弟子たちがい

ました。しかし主イエスはペトロ

と一対一の交わりの中でペトロの

使命を確認しておられるのです。

主イエスはペトロの出自（素性）、

つまりヨハネの子シモン（共観福

音書ではバルヨナ〔ヨナの子〕シ

モン）という事実をも引き合いに

出しておられます。それはペトロ

の誕生からから始まる彼の存在の

全体との関わりで、ペトロが将来

担う使命（わたしの羊を飼いなさ

い）を確認しておられるというこ

となのです。当然ながら、一人ひ

とりの使命は違うのです。タラン

トンの譬えが教えるように、神が

創られた人で使命を持たない人は

いないのです。他人の成功や能力

に対する嫉妬や羨望がなくなるの

は、自分の使命が主イエスとの一

対一の交わりの中でしっかりと確

認されたときなのです。

しかしここでは、使命を全うす

るための能力

がペトロにあ

るか否かを主

イエスは問題

にしておられ

ないことは大

切です。それ

ぞれの能力があることは､当然の

ことだからです｡使命を全うする

ために必要な基準は､｢あなたはわ

たしを愛しているか｣という主イ
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エスの問いが示しています｡つま

り主に対する愛はすべての仕事の

力量や技術に優先するのです｡そ

れが大切なことであるがゆえに、

｢あなたはわたしを愛しているか｣

という質問が

３回も繰り返

されているの

で す ｡も ち ろ

んこの３回と

い う 回 数 は ､

ペトロが３回

主イエスを否認したことに対応し

ています。

しかしペトロは「わたしはあな

たを愛しています」とは答えられ

ません。主イエス

を裏切ったという

事実が、ペトロに

それを許さないの

です。彼は、間接

的な言い回しで答

えます。

(1)主イエスが「ヨハネの子シモ

ン、この人たち以上にわたしを愛

しているか」（v.15）と問われる

と、ペトロは「はい、主よ、わた

しがあなたを愛していることは、

あなたがご存じです」(v.15)と答

えます。そして「わたしの小羊を

飼いなさい」(v.15)という主イエ

スの言葉が続きます。

(2)２回目に同じ質問が「ヨハネ

の子シモン、わたしを愛している

か」(v.16)と繰り返されると、や

はり「はい、主よ、わたしがあな

たを愛していることは、あなたが

ご存じです」（v.16）と答えます。

そして「わたしの羊の世話をしな

さい」（v.16）という主イエスの

言葉が続きます。

(3)そして３回目も「ヨハネの子

シモン、わたしを愛しているか」

(v.17)と繰り返される問いに、「主

よ、あなたは何もかもご存じです。

わたしがあなたを愛していること

を、あなたはよく知っておられま

す」(v.17)と答えます。そして「わ

たしの羊を飼いなさい」(v.17)と

いう主イエスの言葉が続きます。

この３回目のペトロの返答に、「わ

たしはあなたを愛しています」と

断言できない彼のすべての気持ち

が言い表されています。おそらく

ペトロの心の中には「(ｲ)主よあ

なたは、わたしのあの失態も、否

認も、今までの罪も、すべてのマ

イナスも、あなたはご存じです。

(ﾛ) それにもかかわらず、依然と

して、わたしの中に主を思う思い
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の消えていないこともよくご存じ

です」「何もかも」という思いが

あったでしょう。

《何もかもご存じです》という

言葉の中にはペトロ自身がどんな

に弱く罪深いものであり、その罪

のゆえに主イエスを見捨て見殺し

にしたということもご存じです、

ということも含まれていますし、

しかもこの言葉の中には、このよ

うな罪を犯したペトロを主イエス

が愛し、神が共にいてくださると

いう赦しを明らかにしてくださ

り、復活の主イエスの語りかけに

よって、罪人を赦す神を信じます、

というペトロの言葉にならない告

白も入っているのです（参:新共

同訳注解）。

つまりここで確認されているの

は、使徒としての、また主に仕え

る奉仕者としての力量ではなくす

べてをご存じの主イエスとの関係

なのです。それこそが、使命を全

うするための基礎なのです。

実は日本語で「愛している」と

訳されている言葉は二種類使われ

ています。〈アガパオー〉という

言葉と、〈フィレオー〉という言

葉です。〈アガパオー〉は、神が

人間を愛する絶対的な〔神的な愛

を表現する〕用法が多いのです。

一方〈フィレオー〉は、人間相互

の友情を表す言葉です。

１回目の質問で、主イエスが〈ア

ガパオー〉を使って、ペトロに神

的な愛でわたしを愛することがで

きるかと聞きますと、ペトロが友

を大切にするような思いであなた

を愛していることは、あなたがご

存じですと〈フィレオー〉を使っ

て答えます。そのペトロの気持ち

は理解可能です。彼は胸を張って、

主イエスを愛するとは言えないの

です。ましてや、〈アガパオー〉

を使って、神の愛に匹敵するよう

な愛で愛することなどできないの

です。２回目の質問も同じです。

主イエスが〈アガパオー〉を使っ

て、ペトロに神的な愛でわたしを

愛することができるかと聞きます

と、ペトロが友を大切にするよう

な思いであなたを愛していること

は、あなたがご存じですと〈フィ

レオー〉を使って答えます。

そして３回目です。３回目にい

たって主イエスはついに〈アガパ
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オー〉という言葉を使わずに、〈フ

ィレオー〉を使ってペトロに、友

達を大切にするような思いで「わ

たしを愛するか」と尋ねます。す

るとペトロは三度も問われたこと

に悲しみを覚えながら、〈フィレ

オー〉わたしがあなたを愛するこ

とは、あなたがご存じですと答え

ます。この答えはペトロの小心さ

を示す答えではないのです。それ

はかつて、主イエスが苦しみに遭

うなら、自分はこの生命さえ投げ

出しても構わない、と自分自身の

限界を無視して発した、大言壮語

に近いような無鉄砲な言葉ではあ

りません。自分を知った〔自分を

知らされた〕人の言葉です。その

ようなペトロに、主イエスは、最

初の１回目、２回目は〈アガパオ

ー〉で、本来的な基準を示しなが

らも、３回目は〈フィレオー〉を

使って、ペトロの限界まで下りて

こられるのです。ペトロの使命、

つまり「わたし〔主イエス〕の羊

を飼いなさい」は、ペトロの限界

を承知の上で語られているので

す。

しかし、近年のヨハネ福音書研

究の主張は、この〈アガパオー〉

と〈フィレオー〉という言葉は、

の交換可能な言葉であって、大き

な意味の違いをもっていないと主

張しています。

１回目 ２回目 ３回目

イエス アガパオー アガパオー フィレオー

ペトロ フィレオー フィレオー フィレオー

おそらくこれは違うと思いま

す。近年の主張では、ヨハネは単

に同じ言葉の繰り返しを嫌って、

同種の意味を持つ別の単語を使っ

ていると説明されます。しかし、

元来どちらの単語を使ってもよか

ったのなら、全部同じ言葉を使っ

てもよかったのです。全部〈アガ

パオー〉を使ってもよかったし、

全部〈フィレオー〉を使ってもよ

かったのです。しかし用語を選択

するということは、そのように簡

単に退けてしまうことのできない

微妙な意味の違いを醸し出してい

るのであって、その違いは、著者

ヨハネによって意識されている、

と考える方が自然です。主イエス

は〈フィレオー〉という言葉とと

もに、ペトロの限界まで下りてこ
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られたのです。ペトロの使命、つ

まり「わたし〔主イエス〕の羊を

飼いなさい」は、ペトロの限界を

承知の上で語られているのです。

羊飼いと羊との関係はヨハネの

１０章に明らかに示されていま

す。そこには、「良い羊飼いは羊

のために命を捨てる」と書かれて

います。イエスの存命中、イエス

が羊飼いで弟子たちが羊であると

同時に、今度は弟子たちが良い羊

飼いとして派遣されるのです。そ

してペトロは、良い羊飼いである

主イエスと同じく、命を懸けて羊

を飼う人になっていったのです。

そのペトロの将来について、主

イエスは次のように語られます。

21:18 はっきり言っておく。あな

たは、若いときは、自分で帯を締

めて、行きたいところへ行ってい

た。しかし、年をとると、両手を

伸ばして、他の人に帯を締められ、

行きたくないところへ連れて行か

れる。」21:19 ペトロがどのよう

な死に方で、神の栄光を現すよう

になるかを示そうとして、イエス

はこう言われたのである。このよ

うに話してから、ペトロに、「わ

たしに従いなさい」と言われた。

１８節の冒頭の言葉「はっきり

言っておく」は、ヨハネ福音書の

みに使われる表現法です。直訳す

ると「アーメン、アーメン、わた

しはあなたに言います」。主イエ

スは、ふつう祈りや宣言の最後に

付けられる「アーメン」（まこと

にその通り）という言葉を、新し

い教えを導入したり、重要な教え

を述べるときに発言の最初で使わ

れるのです。特にヨハネ福音書は、

２回つづけて「アーメン、アーメ

ン」（ダブル・アーメン）の形で

使われます。ここで厳粛にペトロ

に語られているのは、(1)使命は

主に従うことによって全うされる

ということ。そして、(2)その使

命が、自分の意思に反する仕方で

全うされることがあるということ

です。「両手を伸ばして、他の人

に帯を締められ、行きたくないと

ころへ連れて行かれる」（v.21）

という表現は、ペトロの十字架の

死を暗示している、と推測されて

います。つまり「両手を伸ばして」
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とは、十字架に磔にされる者の姿

勢であり、「帯を締められ」るの

は、捕縛、連行、十字架に縛り付

けることを暗示しているというの

です〔聖ペトロ十字＝逆さ十字〕。

そのような者が「行きたくないと

ころへ連れて行かれ」るのは、当

然のこととなります。そしてこれ

らのことを総括するように、１９

節は次のように言うのです。「21:

19ペトロがどのような死に方で、

神の栄光を現すようになるかを示

そうとして、イエスはこう言われ

たのである。」かつてイエスを否

認したペトロも自分の十字架を担

うものとなるのです。神の栄光を

現すということに「死ぬ」という

〔一見マイナスの事柄に見える〕

ことが視野に入れられているので

す。

死ぬということは人生で最大の

マイナスではないのです。もちろ

んすべての人が死ぬことによって

神の栄光を表す

のではありませ

んが｡ここで大切

なのは､どのよう

な使命であれ「主

に従う」ことに

よってのみ実現されていくという

ことが大原則です。問題は何か目

に見える成果が上がっているかと

いうことより、「主に従っている｣

かどうかが問題なのです。わたし

が「主に従う」ということは、他

人の使命のほうが重いとか軽いと

かという事とは別のことなので

す。問題は、人がどうかではなく

自分は一歩一歩「主に従っている｣

かということなのです(v.22）。

２０節でイエスの愛した弟子

(愛弟子)が登場すると、今主イエ

スから「わたしに従いなさい」(c

19)と言われたばかりのペトロは

反応します。21:21 ペトロは彼を

見て、「主よ、この人はどうなる

のでしょうか」と言った。21:22

イエスは言われた。「わたしの来

るときまで彼が生きていること

を、わたしが望んだとしても、あ

なたに何の関係があるか。あなた

は、わたしに従いなさい。」

ペトロのキリスト者としての生

涯は、ガリラヤ湖での主イエスと

の出会いと召命によって始まった

のでした。マルコはこう記してい

ます。イエスは、「わたしに従っ

て(ついて)来なさい。人間をとる

漁師にしよう」と言われた（1:17。

cf.ルカ5:1-11）。彼はイエスの弟



- 9 -

子たちのリーダーであり、弟子集

団の中心にいて、常に筆頭に名前

が記される人物です（マタ10:1-4、

マコ3:16-19、ルカ6:14、使徒1:1

3）。彼はフィリポ・カイサリアで、

主イエスについて見事に「あなた

は生ける神の子キリストです」と

告白して、主イエスから「ペトロ」

(岩)と命名され、天の国の鍵を託

された人物です（マタ16:13-20）。

またその直情径行で衝動的な性格

のゆえに、失敗の多かった人でも

ガリラヤ湖畔にある「ペトロの召命教会」

あります。主イエスが湖の上を歩

いてくるのを見れば、自分も同じ

ようにさせてくれ、と主イエスに

願い出て、湖の途中で恐くなって

危うく溺れそうになって、助けを

求めたこともあるのです。また、

主イエスの身に危険が迫っている

ことを聞けば、自分は御一緒に死

んでも構わないと言いながら、イ

エスが逮捕されて、大祭司カィア

ファの館で裁きの座に立たされる

と、後から様子を見るためについ

て行きながら、弟子であることを

指摘されると、三度もイエスを知

らないと否認して、ついには逃げ

てしまう（敗走してしまう）人物

なのです。

しかしこの多くの失敗を重ねた

ペトロが、初代教会の指導者とな

ったということは、意義深いと思

います。ペトロは新約聖書によれ

ば、(1) 初代教会の宣教の指導者

（使徒1:15、2:14）であり、「異

邦人への使徒パウロ」に対して「ユ

ダヤ人の使徒ペトロ」と呼ばれる

人物であり、(2) エルサレム教会

の柱（ガラ2:9）とも呼ばれ、異

邦人伝道進展のきっかけとなった

(3) エルサレム会議のエルサレム

教会側の代表者でもありました
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（使徒15章、ガラ2:9）。

ペトロに関する伝説によります

と、彼は、やがて(1) ローマ教会

の大監督となり、その指導力を発

揮して初期のキリスト教会の草創

期を支え、(2) ローマ皇帝ネロの

時代（６０年代）に逆さ十字架に

つけられて殉教したと伝えられて

います。ヴァチカンのサン・ピエ

トロ大寺院は、聖ペトロの墓の上

に建てられていると伝えられてい

ます。ペトロの生涯がわたしたち

に教えてくれることは何でしょう

か。従うということに、常に失敗

がつきまとっているということが

分かります。そして、従うという

ことが、一生もの〔一生かかって

成し遂げられていく〕という事が

分かるのです。

そしてペトロに使命が与えられ

たように、人にはそれぞれ使命が

あるのです。イエスの愛された弟

子(愛弟子)が登場するとペトロは

敏感に反応しました。「主よ、こ

の人はどうなるのでしょうか」。

「自分より神に愛されているよう

に見える他者」の存在は常にある

ものです。私は愛されていないの

ではないかという心理を誘うもの

があるのです。しかし、人にはそ

れぞれの召命〔使命〕があるので

す。一人一人の召命があるのです。

中世カトリックでは、召命とは

聖職者になるとい

うことと考えられ

ていました。プロ

テスタント（ルタ

ー）がこの概念を

根底から変えてしまいます。召命

に関する中世カトリックの理想

は、何を食べるか、何を着るかと

いうことに終始する現世的煩いか

らの解放されて、もっぱら禁欲的

で、聖なる修道生活に没頭するこ

とでした。その現世離脱の理想が

修道院を生み出します。

しかしルター（プロテスタント）

は、現世のだだ中で(こそ)神に喜

ばれる、清い生活を目指すべきだ

と主張します。それを「現世内禁

欲」と申します。しかしそのため

には、二次的で、卑しいものとさ

えされる、〈食べて着るために働
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いて〉という職業の問題が解決さ

れなければ成りません。つまり職

業倫理〔仕事をどう見るか〕が問

題となったのです。そのためにル

ターは〈ベルーフ〉Beruf という

概念を導入します。Beruf という

言葉はドイツ語ですが、まずは(1)

職業と訳される言葉です。宗教的

な側面を考慮する場合は、(2)天

職という意味で使われます。完全

に宗教的な文脈では(3)召命とい

う意味を持つ言葉なのです。つま

りルターによれば、いかなるもの

であれ職業 Beruf は（牧師であ

れ何であれ）神がその人にふさわ

しく与えた召命 Beruf なのであ

る。この Beruf の概念に注目し

て、〔これにカルヴァンの「予定

論」を加えて〕資本主義の誕生を

論じたのが、Max Weber（マッ

クス・ヴェーバー）の『プロテス

タンティズムの

倫理と資本主義

の精神』です。

プロテスタント

の「職業倫理」（神

の Beruf 職業・

召命に忠実に生

きる）が「勤勉・倹約」をうなが

し、それによって利益(もうけ)が

でて「資本が蓄積」され、蓄積さ

れた資本が再び事業に「資本投入」

されると、この資本がさらに利益

(もうけ)を産み出し「資本が再生

産」される。こうして資本主義が

誕生した、という理論です。

しかし人生には職業だけでなく

それぞれの召命〔使命〕があるの

です。主婦には主婦の、ご老人に

はご老人の。ご高齢の方は教会に

いてくださるだけでボランティア

をしてくださっているに等しいと

いう「イルボラ」、来てくださる

だけでもボランティアという「ク

ルボラ」から、もちろん何かを一

生懸命する「スルボラ」まで、そ

れぞれの限界を持ちつつ、一人一

人に自分のかうべ羊が与えられて

いるのは幸いなことです。

わたしたちの教会も、主に従う

ものたちの群です。それぞれの召

命〔使命〕があるのです。主「イ

エスの愛しておられた弟子」がつ

いてくるのを見て（v.20）、ペト

ロは「主よ、この人はどうなるの

でしょうか」(v.21)と問いました。

それに答えて主イエスは、「わた

しの来るときまで彼が生きている

ことを、わたしが望んだとしても、

あなたに何の関係があるか。あな
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たは、わたしに従いなさい」と言

われるのです。それぞれの召命〔使

命〕があるのです。その召命に生

きるとき、他人の成功や能力に対

する嫉妬や羨望がなくなるので

す。むしろ他の人に与えられた召

命〔使命〕に敬意を払うようにな

るのです。

主「イエスの愛しておられた弟

子」にも召命〔使命〕が与えられ

ました。その一つは、ヨハネによ

る福音書を〔全部か一部かを〕執

筆することだったようです。２４

節。「これらのことについて証し

をし、それを書いたのは、この弟

子である。わたしたちは、彼の証

しが真実であることを知ってい

る」〔「わたしたちは」ヨハネ福音

書の最終編者か〕。それぞれには

召命〔使命〕があるのです。皆さ

んには召命〔使命〕があるのです。

皆さんには教会員としての召命

〔使命〕があり、(1) 与えられた

賜物を持って互いに仕え合うこ

と、と同時に社会人として、(2)

その職業や立場において社会的に

担う召命〔使命〕があたえられて

いるのです。

わたしたちの信ずべきことは何

でしょうか。まず(1)主がこの教

会の牧者であること。一人一人を

牧しておられるのは主であるとい

うことです。そして(2)牧師も信

徒も主に従い、自分の召命〔使命〕

をまっとうするという意味では同

じ立場いるということです。その

結果(3)それぞれが主に従うこと

によって一つにされていく群が教

会だということです。一つにされ

ていくことによって、よりよく社

会と歴史に影響を残していく存在

になっていくのです。

それでは新しい１週間の歩みの

ために祈りましょう。

2020.4.19 日本基督教団千歳丘教会


